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ChatGPT革命
～パラダイムシフトに立ち向かうための新戦略～

2023 May

 

 

それでは発表を始めさせていただきます。 

 

あらためまして、[会社名]の[名前]と申します。 

 

本日はお忙しいところお時間をいただきありがとうございます。 

本日、私から、ChatGPT革命、パラダイムシフトに立ち向かうための新戦略、と題しまして、 

今、全世界で非常に話題になっております ChatGPTについて講演をさせていただきます。 

 

短い時間ではございますが、どうぞよろしくお願いします。 
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1. 自然言語処理(NLP)の近年の動き

2. OpenAIについて

3. ChatGPT業務活用アイデア

4. ChatGPTのリスク

5. パラダイムシフトに立ち向かうための新戦略

 

 

本日のアジェンダはこちらになります。 

まず、ChatGPTが生まれるまでの自然言語処理の近年の動きについて説明をします。 

ChatGPTがどのようにして生まれてきたのかを理解することができます。 

 

次にChatGPTの生みの親であるOpenAIについて、どういう会社なのか触れたいと思います。 

 

その後、私たちの業務への活用について私なりに考えたアイデアをご紹介します。 

 

そして、ChatGPTのリスクについて考察し、 

 

最後に、私たちが今すべきことを考えてみました。 
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自然言語処理(NLP)の近年の動き

※本セクションではAI技術の専門用語を使用しています。ChatGPTが誕生するまでの歴史的経緯の説明で
すので、ご興味のある方以外スキップしていただいて問題ありません。

 

 

それでは、自然言語処理の近年の動きについてご説明します。 

なお、自然言語処理は略してNLPとも呼ばれますので、今後はNLPという用語を使います。 

 

 

 

  



スライド 4 

 

©Macnica,Inc. 3

自然言語処理(NLP)の進歩

よりよい言語モデルへの四つの課題

文脈の正確な把握

学習の効率化

様々なタスク対応

アラインメント

RNN LSTM

Seq2Seq

Attention

T
ra

n
s
fo

rm
e

r B
E

R
T

G
P

T
-3

C
o
d

e
x

G
P

T
-3

.5
 (C

h
a
tG

P
T

)

G
P

T
-4

 (C
h

a
tG

P
T

)

ひとことで言うと

モデル活用

時系列処理による
文脈把握

時系列処理から
Attentionへ

大幅な
学習効率化

Transformerの
飛躍

大規模学習データ
と高性能計算パ

ワーの投入

アラインメ
ント

精度向上

事前学習モデル＋           学習データ毎のタスク特化モデル

文章中の離れた位置にある単語との関わりが薄れる

時系列処理のため、並列計算による学習効率化が難しい
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NLP以外の主な出来事
ImageNetでAlexNetが
トップに(2012)

AlphaGOが李世石（イ・
セドル）に勝利 (2016)

DALLE-2, Stable Diffusion, Midjourneyなど
高精細な画像生成モデルが登場 (2022)

 

 

それでは、近年のNLPの進歩を簡単に振り返ってみたいと思います。 

若干専門的な用語が登場しますが、ご了承ください。 

 

NLPはよりよい言語モデルを作り上げるために進歩をしている、という点については、疑いの余地はあ

りません。よりよい言語モデルには様々な側面がありますが、その中で４つの課題を取り上げて見たい

と思います。 

「文脈の正確な把握」 

「学習の効率化」 

「様々なタスク対応」 

「アラインメント」 

です。 

 

言語を理解して、タスクに対応するためには、文脈の正確な把握は不可欠です。 

しかし、文脈を正確にコンピュータで把握するのは容易ではありません。 

そこで登場したのが、時系列処理による文脈把握です。 

RNNやLSTMが代表的なモデルです。 

この時系列処理モデルにより、文脈の把握ができるようになってきました。 

Seq2SeqはRNNやLSTMを組み合わせたエンコーダー、デコーダーモデルで、シーケンスの変換、たと

えば、翻訳などのタスクに応用できるようなモデルです。 

しかし、この時系列処理の課題として、 

 

「文章中の離れた位置にある単語との関わりが薄れる」 



「時系列処理が必要なため、並列計算による学習効率化が難しい」 

という課題がありました。 

 

そこで登場したのがAttention機構です。Attention、日本語では「注意」ですが、このAttention機構が

近年のNLPにブレイクスルーをもたらす事になりました。Attentionは、文章の文脈で、その単語と、よ

り関わりのある単語の重みを考慮していきましょう、という考え方が基本的な発想です。このAttention

機構をRNN、LSTM、Seq2Seqに実装する事により、より精度が向上しました。 

「文章中の離れた位置にある単語との関わりが薄れる」 

という問題がAttentionによって解決し始めた訳です。 

 

そして次に登場したのがTransformerです。このTransformerがその後のNLPの躍進に大きく貢献するこ

とになりました。 

論文のタイトルが大胆で、「Attention is all you need」、日本語だと「必要なのはアテンションだけ」

でしょうか。 

そのタイトルが示す通り、それまでの時系列処理の置き換えとして、ことばの処理をAttentionだけで行

おうとするものでした。これにより、難しかった並列計算が可能になり、学習の効率化が図れるように

なりました。 

 

そして、そのTransformerを応用したBERTというモデルが提案されました。BERTは単語穴埋め予測

と、文章連結予測という事前学習を大量の学習データで行い、事前学習済みモデルとして提供し、様々

なタスクへの対応にファインチューニングして利用する、という使い方を可能にしました。そして、従

来の手法を上回る性能を発揮しました。一般的に、大量の学習データによるトレーニングは、大規模、

高性能な学習環境が必要な事から、コストがかかり、誰でもできる事ではありません。そのようなプロ

セスを経て出来る学習済みモデルを、誰でも利用できるようになったという事はとても意義深い事であ

り、NLPの大きな飛躍に繋がりました。 

 

そして、BERTの学習方法を変更し、Next Sentence Prediction に特化したモデル、GPT-2が生まれま

した。GPT-2が生成する文章は人間が書くような文章に近づいて行きましたが、一貫性の欠如、文脈の

理解が不十分、生成されるテキストの品質が不十分などの課題がありました。また、トレーニンデータ

の偏りによるバイアスも生まれました。 

回答の偏りを無くし、人間の価値観に合わせた回答にしていくことをアラインメントと言います。

GPT-2はアラインメントに課題がありました。 

 

そして、これらの課題を解決するために、GPT-2をベースとしたモデルアーキテクチャに、とてつもな

く大量の学習データ、とてつもなく大量のパラメータを使用し、とてつもなく高性能のコンピュータパ

ワーを投入したNLPモデル、GPT-3が誕生しました。GPT-3はGPT-2の課題に対する向上は見られまし

たが、まだまだ改善の余地があるものでした。 

 



GPT-3がリリースされてからしばらくして、ソースコードを自動生成するCodexがリリースされまし

た。 

 

その後、アラインメントの精度向上を図った、本日の主題であるChatGPTの初期バージョンがリリース

されました。 

 

そして、今年の３月、アラインメント精度を徹底的に改良した、現在の最新版である、GPT-4がリリー

スされました。 

 

GPT-4では、アラインメント精度が大幅に改良されましたが、まだまだ完全なものではありません。 
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アラインメントはNLPにとって非常に重要な要素であるため、改めてどういうことなのかを整理してお

きます。 

アラインメントとは、人間の希望や価値観とできるだけ一致するようなアウトプットをすることです。 
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アラインメント
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堅牢性 安全性

有害性公平性

• 価値観のバイアスを完全に排除する
事は不可能

• 出力の安全性の確認が必要
• 誰でも自由に使えるシステムはリス
クが大きい

• 誤情報の提供
• 差別的な態度の助長
• 個人の苦痛
• 暴力の扇動
• 身体的障害、財産的損傷、環境破壊

• 文脈に無関係なテキストの生成する
など堅牢性に対する課題の克服

• 入力コンテキストは非常に重要
• 人間による監視の推奨
• 継続的なテストが重要

• さまざまなバイアスにより公平性の
確保は非常に困難

• 公平性のリスク把握が必要
• 出力フィルタで攻撃的な出力のリス
クを軽減させる

• アラインメントは、人間の希望や価値観に合致するように、AIモデルの目的や意図を改善す
ること。

大規模自然言語モデルの安全性とリスク（2020年)

 

 

アラインメントの精度を上げるということは、ここに記載している大規模NLPモデルの安全性を最大限

まで引き上げ、リスクを最小限まで引き下げるということになります。 

このアラインメント問題は、今後社会全体の大きな課題として取り組まなければいけない課題です。 
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※ https://openai.com/blog/how-should-ai-systems-behaveより引用

アラインメント精度を徹底
的に最大化するよう学習

ローカルデータでのファイン
チューニングも視野に入っている

 

 

ChatGPT、とりわけGPT-4は、このアラインメント問題による安全性を徹底的に引き上げ、リスクを徹

底的に引き下げるように学習されました。 

人間のレビューワーによるアウトプットの確認を行い、人手による精度の高いデータを準備しファイン

チューニングをするというプロセスを行っています。 

これにより、ここまでご覧いただいているようにな、より人間の期待に近いテキストが出力できるよう

になったのです。 

 

当然ですが、GPT-4のようなパブリックなデータだけでトレーニングされたモデルは、企業内にある社

外秘データなどのローカル情報はモデルに反映されていません。 

今後は、ローカルデータによるファインチューニングにより生まれる、例えば、[会社名]専用モデルの

構築も可能になってくると思われます。 

これを示したのが右の図です。 
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OpenAIについて

 

 

それでは、次にOpenAIとはどういう会社なのか簡単にご説明します。 
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OpenAIとは (https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c34f63b995df150359b9a1b5c5)
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⚫ 使命
◦ OpenAIの使命は、汎用人工知能（AGI）が人類全体に利益をもたらすことを確実にする
こと。

⚫ 7年前に非営利団体として設立

⚫ 4年前に気づく：純粋な非営利では不十分
◦ 開発には膨大な計算リソースと最高峰の人材が必要

◦ 資金調達のため「利益上限つき（capped-profit）」営利法人を設立

⚫ 社会的使命の維持
◦ 営利法人は非営利団体によって管理される

◦ 非営利団体の理事会は過半数が独立している

◦ 社会的使命が他のあらゆる考慮事項よりも優先される

 

 

OpenAIは７年前に非営利団体として設立されました。 

使命として、「汎用人口知能が人類全体に利益をもたらすことを確実にすること」を掲げています。 

 

その後、純粋な非営利だと、開発のための計算リソースや人材の確保が困難だということに気づき、資

金調達のための営利法人を設立しました。 

営利法人は非営利団体によって管理されており、社会的使命が他のあらゆる考慮事項よりも優先され

る、としています。 
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アシスタントに生みの親の沿革についてまとめてもらいました。 

イーロン・マスクも設立者に名を連ねていますが、今は所属していません。 
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https://openai.com/charter

 

 

これは OpenAI の Charter をアシスタントに要約してもらったものです。 

この Charter を見れば、OpenAIはどういう会社なのかを理解することができます。 

 

私は、数年前にこの Charter に触れ、「他者がこの結果を達成するのを支援することも使命とみなし

ます。」という姿勢に共感しました。 

OpenAIは設立当初からAIの進化を予測し、好むと好まざるに関わらず、AGIはいずれにせよ、誰かが生

み出すであろうことを想定しており、 

その強力な能力故、その方向性を誤ることなく、人類の最善の利益になるように支援をする、と読み取

れます。 

 

「安全なAGI」を自ら開発し、また他者がよりよいAGIを開発する場合はそれを支援し、AGIのグローバ

ルな課題を全世界を巻き込んで解決していこうとしているんだと理解しています。 
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ChatGPT業務活用アイデア

 

 

はい、それでは次にChatGPTの業務活用アイデアについてお話をさせていただきます。 
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ChatGPTの今の制約を認識しておく
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1. 今現在の入力情報はテキストのみ

2. トレーニングデータは2021年9月までのものを使用している
• 最新情報に関して問いかけても答えを返せない

• Plug-In により活用の幅を広げることができる

ChatGPT

テキスト

画像 一般公開は未だ

テキスト

 

 

まず最初に、ChatGPTの今の制約を認識しておく必要があります。 

一つ目は、入力する情報です。 

ChatGPTの今の最新版であるGPT-4は、テキストと画像の入力が可能なモデルですが、一般公開されて

いるモデルではテキストの入力のみが可能です。 

 

二つ目は、モデルのトレーニングデータは、2021年9月までのデータを使用しているということです。 

そのため、比較的新しい情報に関して問いかけをしても答えを返せません。 

なお、最近リリースされた ChatGPT Plug-In により、最新情報へアクセスし、それら最新情報を含め

てChatGPTを活用をするということができそうです。 

後ほどご紹介します。 
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ChatGPTの今の制約を認識しておく
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3. 受け答えテキストの長さに制限がある

4. コスト

モデル 最大トークン数（質問と回答の合計）

GPT-4 8,192 tokens

GPT-4-32k 32,768 tokens

GPT-3.5-turbo 4,096 tokens

※トークン数：英語は約0.75 word/token  日本語は文字数よりも多い。

モデル 利用料金

GUI  ChatGPT 無償

GUI  ChatGPT Plus 月額 $20

API  GPT-4 Prompt: $0.03 / 1K tokens      Completion: $0.06 / 1K tokens

API  GPT-4-32k Prompt: $0.06 / 1K tokens      Completion: $0.12 / 1K tokens

API  GPT-3.5-turbo $0.002 / 1K tokens

APIコスト試算
GPT-4-32ｋを使い 100名が毎日10の質問をすると仮定。

質問と回答の平均長想定
質問：400 tokens
回答：1000 tokens

1文字1 token と換算すると
質問token数：100 * 10 * 400 = 400,000 tokens
回答token数：100 * 10 * 1000 = 1,000,000 tokens

質問コスト/日：400,000 / 1000 * $0.06 = $24
回答コスト/日：1,000,000 / 1000 * $0.12 = $120
Total コスト/日：$144

月間20日の利用コスト($)：$144 * 20 = $2880
月間20日の利用コスト(¥)：$2880 * ¥132 = ¥380,160

※API利用時の設定可能最大トークン。
※ChatGPTの公開サイトの設定は 4096 か？会話履歴も考慮
されている。

「トークン」とは、ChatGPTが会話の
一部として解釈する最小の単位のこと

 

 

三つ目の制約は、受け答えの長さに制限があるということです。 

受け答えの長さには、トークンという単位を使います。 

トークンは、英語と日本語でカウントされる量が異なってきます。 

英語は、だいたい1トークンあたり、0.75 word ですが、日本語では、文字数よりも多くなってきま

す。 

 

このトークン数の最大値がモデルによって異なります。 

これはあくまでも最大値であり、設定によって最大値までのいずれかの値に設定ができます。 

 

最新のGPT-4-32k だと、32,000 トークンとなっており、質問と回答の合計で、日本語で約2万から３

万文字程度まで対応ができるようになっています。 

2万文字だと、400字詰め原稿用紙50枚です。 

 

ただし、公開されているChatGPTのサイトでの設定については、はっきりしたことが分かりません。 

OpenAIのコミュニティサイトなどからの情報によると、会話履歴も考慮された、4096 Token である可

能性があります。 

 

最後にコストです。 

APIを使わない限り、コストが知らぬ間に膨れ上がるということはありません。 

ChatGPTのパブリックサイトは、無償で使えるものと、月額20$を課金する ChatGPT Plus がありま

す。 

ChatGPT Plus では、GPT-4が使えるようになっています。 



 

APIを利用した場合は、利用するモデルとトークン数によって従量課金されます。 

GPT-4-32ｋを使って、100名が毎日10の質問、質問は400トークン、回答は1000トークン、と想定した

場合、月間約38万円の試算です。 
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ChatGPT Plug-In の活用
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ChatGPT Plug-In の活用により、よりパワフルな使い方が可能になる。

（例）Web Browsing Plugin による検索情報の活用

 

 

さきほど、トレーニングデータの説明のところで、ChatGPT の Plug-In を使うとより活用の幅が広が

ると説明しました。 

例えば、 

リアルタイムにアクセスした情報を入力とした活用 

企業内にあるナレッジベース情報を入力とした活用 

フライトの予約を人に代わって実施する 

などが可能になります。 

 

OpenAIのサイトで紹介されているPlug-Inの例をご紹介します。 
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個々人の業務での活用
（ナレッジアシスタントとしての活用）

組織的な取り組みでの活用

ChatGPT ChatGPT

 

 

それでは、具体的な業務活用シーンについて考えていきましょう。 

考えられるシーンとして二つ考えてみます。 

 

一つは、個々人の業務でナレッジアシスタントとしてすぐに活用を始めるシーン、 

もう一つは、組織的な取り組みで、組織としての課題を、ある程度の開発を前提として、APIやPlug-In

などを活用して解決するシーンです。 
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個々人の業務での活用アイデア（ナレッジアシスタントとしての活用）

16

⚫ 調べ事、悩み事相談

⚫ プログラミング

⚫ ブログ作成

⚫ キャッチコピー作成

⚫ メールなどの文章推敲、添削

⚫ 文章要約

⚫ ドキュメントテキストからの情報抽出

⚫ 面接インタビュー項目作成

⚫ Excel関数の質問

⚫ プレゼンシナリオ作成

⚫ ソクラテス式問答法による壁打ち

使い方は無限にあります。
まずは、各々の業務におけ
る課題への活用から考えて
いくのが良いと思います。

利用ルールの一例
1. 個人情報、機密情報は入力しない
2. 誤った回答をする場合があるので、回答

を鵜呑みにしない。
3. 回答を何かに利用する場合は、利用者の

責任において利用する。
4. 倫理観を持った活用をする。（モラル、

良心に反することをしない）

 

 

まず最初に、今すぐ始められる、個々人の業務での活用アイデアです。 

ここには、私のアイデアを記載しましたが、使い方は無限にありますので、みなさんの業務上のお困り

ごとで是非使ってみていただきたいと思います。 

尚、ChatGPTのリスクについては、後ほどお話しますが、ここに記載した利用ルールを念頭においてい

ただく必要があると考えています。 
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調べ事、悩み事相談（１）

17

半導体の歴史について尋ねる

 

 

それでは、活用アイデアをいくつかご紹介したいと思います。 

まず、調べ事、悩み事相談です。 

 

セミナーや教育資料を作成するようなシーンがあるかと思います。そこでのアシスタント利用を想定し

ています。 

ここでは、半導体の歴史について問いかけています。 
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このように、一瞬で半導体の歴史をおさらいすることができます。 

あくまでも参考情報として資料作りに生かせるのではないかと思います。 
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調べ事、悩み事相談（２）

0

組織作りで重要なことは何か

 

 

次に、組織作りに悩むマネージャーの相談相手としての活用です。 
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非常にバランス感覚のあるコンサルタントに相談したときの回答のようです。 

このように、今ご自身が知りたいこと、悩んでいることをストレートにぶつけることでアドバイスを得

ることができます。 

ただし、忘れてはならないのは、あくまでも参考情報として、ご自身が内容を吟味する必要があるとい

う点です。 

参考になりそうにないものは、あっさり切り捨てましょう。 
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プログラミング

2

JavaScriptとHTMLでコードを書く

 

 

ChatGPTは高いプログラミング能力が備わったことでも話題になっています。 

ここでは、一例として、JavaScriptとHTMLでボールをランダムに動かすことを試し見ます。 
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条件を４つ設定し、それに沿ったコードを出力してもらいます。 

驚くようなスピードと精度でコードができあがりました。 

プログラミングについては、一昨年 Codex について調べたことがありますが、Codex がさらにパワー

アップした感覚があります。 
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ブログ作成（１）

4

シンギュラリティの入り口

 

 

次にブログ作成です。 

シンギュラリティの入り口、という内容で、ブログのタイトル、目次と最初の書き出し部分のアシスト

を頼みました。 
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ブログなどの記事を書くときに、なかなか良いアイデアが生まれない場合には大いに役立つものだと思

います。 
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ブログ作成（２）

6

新商品紹介の留意点

 

 

次は、読み手を引きつける記事の書き方について尋ねています。 
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半導体の新商品の紹介記事を書くときの留意点についてアドバイスをもらっています。 

よりよい相談相手になってくれそうです。 

 

 

 

  



スライド 28 

 

©Macnica,Inc.

キャッチコピー作成（１）

8

半導体セミナーのキャッチコピー

 

 

次にキャッチコピー作成です。 

半導体セミナーのキャッチコピーを生成してみました。 
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アナログソリューションセミナーに関するイベントの特徴から、集客のためのキャッチコピーを生成し

ています。 
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キャッチコピー作成（２）
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キャッチコピーの評価

 

 

続いて、既に掲載しているキャッチコピーの評価をしてもらいました。 
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AI事業に関するキャッチコピーと説明文を、ビジネス推進の観点から解説してもらいました。 

非常にポジティブな見解でした。 
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メールなどの文章推敲、添削（１）

12

仕入れ先へのサポート依頼メール
（英文）の手直し

 

 

次は添削、推敲です。 

仕入れ先への英文でのサポート依頼メールを手直ししてもらいました。 
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ぶっきらぼうで、あまり紳士的でない英文を、紳士的で、かつ切迫感があり、サポート担当者にやる気

になってもらう文面に変更してもらいました。 

英語があまり得意でない人にとっては、頼もしい相談役です。 
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メールなどの文章推敲、添削（２）
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セミナー参加お礼メール（日本語）
の手直し

 

 

次にお礼メールの推敲です。 
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セミナーへのお礼メールの下書きの推敲を依頼しました。 

回答を参考にして、よりよい文面になりそうです。 
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論文（英文）Abstractを小学生でも
分かるように、日本語で要約

 

 

次の文章要約です。 

外国語で書かれた記事や論文などは、面白そうだけど読むのに骨が折れるなあ、と感じることはありま

せんか？ 

そのような場面でもChatGPTは力を発揮します。 

 

 

 

  



スライド 37 

 

©Macnica,Inc. 17

 

 

小学生でも分かるように分かりやすくという条件を与えることで、難解な論文も分かりやすく要約でき

ます。 
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文章要約（２）
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ヒンディー語ニュース記事の日本語
での要約

 

 

英語だと、だいたい何が書いてそうかイメージが湧く場合もありますが、全く知らない外国語だと、イ

メージすら湧きません。 
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ヒンディー語のニュースも、このように要約できるので、とても助かります。 

このニュースサイトに出ていた写真と内容が、この要約によって、やっと一致しました。 

 

 

 

  



スライド 40 

 

©Macnica,Inc.

ドキュメントテキストからの情報抽出（１）
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半導体データシートからの仕様抽出

 

 

次は、ドキュメントテキストからの情報抽出です。 

半導体データシートから仕様を抽出してみました。 
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データシートの GENERAL DESCRIPTION に記述されている仕様を表にまとめるという指示をしまし

た。 

このように、とてもすらすらと仕様を表にまとめてくれました。 
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ドキュメントテキストからの情報抽出（２）

0

半導体データシートに記載の仕様確認
一問一答

 

 

次は、先と同じ GENERAL DESCRIPTION を入力として、一問一答で、チャットで仕様を確認しま

す。 
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このように、与えられた情報をもとに質問に回答させるのは、私たちの業務においても価値のあること

だと感じます。 
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面接官からの質問内容と姿勢について
聞く

 

 

次にインタビュー項目についての相談です。 
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面接のインタビューでどんな質問をしたらよいか困ることはありませんか？ 

このように、面接をする時のインタビュー項目や注意点についてアドバイスを得ることができます。 
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面接インタビュー項目作成（２）
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面接シミュレーション

 

 

次は面接シミュレーションです。 
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面接に臨む応募者が、面接をシミュレーションしています。 

応募者になったつもりで、面接の練習ができます。 
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姓と名を分ける関数

 

 

次にExcel関数の質問です。 

Excelはみなさんよく使われるツールだと思いますが、どのような関数を作ったらよいか聞きたくなる

ことはありませんか。 
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ここでは、フルネームを名字と名前に分離する関数を質問しました。回答は正解だと思います。 
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Excel関数の質問（２）

8

ChatGPTを関数で呼び出す方法

 

 

次にChatGPTをExcelの関数として呼び出す方法を聞いてみました。 
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このように、ExcelのPython add-in を使って ChatGPT を呼び出す方法により、Excelの関数として利

用することができることが分かりました。 

やってみると Excel 作業の効率が上がるかもしれません。 

 

なお、アシスタントが提案した ExcelPython という Add-In は存在しないようですが、PyXLL のよ

うな有料 Add-In を利用すればできそうです。このように正確では無い情報も含まれる場合があるの

で、ChatGPTの内容には注意する必要があります。 

 

また、ChatGPT for Excel という Excel Add-in も出てきているようです。 
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プレゼンシナリオ作成（１）
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新商品紹介プレゼンの骨子

 

 

みなさんプレゼン資料はよく作られつと思いますが、そのシナリオや骨子作成のヘルプです。 
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非常にアバウトな質問をしてみました。 

しかし、その質問のアバウトさをすべてカバーするような回答が得られました。閉口してしまいます。 
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プレゼンシナリオ作成（２）
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一般人向け量子コンピュータプレゼン
のシナリオ

 

 

次に、非常に専門的な内容を一般人にプレゼンする場合のシナリオ作りです。 

専門家から専門家に対するプレゼンには無い考慮ポイントが多くあると思うので、このような活用もあ

りかと思います。 
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量子コンピュータという難しい技術を一般の方にも分かるようにシナリオを作ってもらいました。 

私自身、量子コンピュータの専門家ではありませんので、内容の良し悪しについては判断できかねます

が、初心者向けで分かりやすそうだなというイメージは湧いてきます。 

それぞれの項目をブレイクダウンした内容についても、ChatGPTにヘルプしてもらいながら作成できそ

うです。 
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ソクラテス式問答法による壁打ち
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サービス開発の必須条件について壁打ち

 

 

次に、壁打ちです。 

聞き方を工夫することにより、問答の壁打ちをすることができます。 

ここでは、ソクラテス式問答法という条件で試しています。 

ソクラテス式問答法により、自分自身の考えを深く掘り下げることができます。 
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ここでは、立場を設定し、そのシミュレーションをしています。 

設定は、上司と部下です。 

部下からの質問を起点にして問答が続きます。 

 

 

以上で、個々人の業務での活用アイデアのご紹介は終了です。 

使い方は無限ですので、みなさんの業務において是非活用してみていただきたいと思います。 

 

 

 

  



スライド 58 

 

©Macnica,Inc.

組織的な取り組みでの活用アイデア
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⚫ 社内活用
◦ ChatGPTのユーザとしての取り組み。社内業務変革。

̵ 技術サポート業務への活用

̵ ヘルプデスクサポートへの活用

̵ 社内人事総務系問い合わせへの活用

̵ 契約書一次チェックシステムの構築

̵ 間接的に会社の発展に寄与するアイデア活用

⚫ サービスソリューション開発
◦ 自社の価値をChatGPTを使って引き出す取り組み

̵ 自社しか持ちえないデータ、知見、ノウハウを利活用するサービス

̵ Visual Input の活用を視野に入れたソリューション開発

 

 

次に組織的な取り組みでの活用アイデアです。 

 

大きく、社内活用とお客様向けのサービスソリューション開発とに分けられると思います。 

私の思いつくものを書き出してみました。 

みなさんの業務視点で、もっともっとたくさんのアイデアが出てくると思います。 

 

ここに挙げたアイデアですが、どれも実現の可能性はあるのではないかと思います。 

[会社名]ならではのデータを使って、[会社名]の価値を引き出すことができるかもしれません。 

 

やる、やらない、できる、できない、の精査はもちろん必要だと思いますが、まずは検討を始めること

が大切だと思います。 

 

ただし Visual Input については今のところサービス提供されていませんので注意が必要です。 

Visual Input ができるようになると、さらに柔軟な活用ができるようになると考えています。 

次のスライドからGPT-4の論文で紹介されている Visual Input についてご紹介したいと思います。 
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（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)
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ここから３スライドに渡ってVisual Input の例をご紹介します。 

左は、肉の消費量に関するグラフに関して、ドイツと西アジアの合計の消費量を、結果だけでなく、ス

テップを踏んで回答するよう指示しています。 

これに対して的確に回答が得られています。説明文とグラフを読解しているとしか思えません。 

 

右は、この画像のおかしいところはどこか問うています。 

この画像のおかしい点は、男性が移動中のタクシーの屋根に取り付けられたアイロン台で服にアイロン

がけしていることです。 

と、人間の感覚や期待値に沿った回答が得られています。 

すばらしいアラインメントだと思います。 
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（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)

 

 

左は、論文を3ページ分入力し、要約、図に書かれているプロセスの説明を指示しています。 

右は、フランス語で書かれた、ボロメータを用いた放射線検出の原理についての問題をステップバイス

テップで解くよう指示しています。 

画像の図と文字情報を読解しないと成しえないことだと思います。 
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https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c
34f63b995df150359b9a1b5c5
P.22

OpenAI CEO 来日時の資料より抜粋

（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)

 

 

最後は、英語の取扱説明書の画像を日本語に翻訳せよ、という指示です。 

指で見えなくなっている箇所も予測して回答しています。若干間違えも見られますが、なかなかのもの

です。 

 

この Visual Input 機能は現在、Be My Eyes というデンマークのスタートアップ企業にのみ利用を許諾

しているとのことです。 

Be My Eyesは、盲目または視覚障害を持つ2億5000万人以上のコミュニティのための技術を開発してお

り、 

製品の特定や空港の案内など、日常生活のタスクを支援するために、視覚障害者とボランティアをつな

ぐサービスを提供しているとの事です。 
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ChatGPTのリスク

 

 

さて、それでは、ChatGPTのリスクについて考えていきましょう。 
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リスク

21

⚫ 間違える場合がある

⚫ 「脱獄」による使用ガイドラインに違反するコンテンツ生成
（例：マルウェア生成）

⚫ 影響操作（例：フェイクニュースの発信）

⚫ 教育現場での懸念（教育への悪影響）

⚫ システムの堅牢性（ときどき使えない事がある。最近は安定している。）

⚫ 入力データの取り扱い（https://openai.com/policies/terms-of-use）

◦ API利用

̵ API経由で入力されたデータはトレーニングに再利用しない
https://openai.com/policies/api-data-usage-policies

̵ しかし、30日間保持される。

◦ ChatGPT

̵ トレーニングへの再利用をするかしないかを選択できる。

̵ チャットの内容が OpenAI 社によってレビューされる

 

 

ChatGPTには、次のようなリスクが考えられます。 

まず、「間違える場合がある」ということです。 

GPT-4で精度は向上しているとは言え、まだ完全ではありません。人間によるアウトプットの判断が必

要です。 

次に「脱獄」と呼ばれる、使用ガイドラインをすり抜ける使い方です。質問の与え方次第では、マルウ

ェアも作成できてしまうようです。 

影響操作も懸念されます。フェイクニュースを発信し、世論を操作するような行為が懸念されます。 

教育現場での懸念もあります。 

ChatGPTは利用者数が急増したため、少し前は時々使えないという状況も発生しました。今はあまり感

じません。 

入力データの取り扱いにも注意が必要です。 

API利用の場合は、OptInしない限り入力データはトレーニングには利用されないとのことですが、30日

間は保持されるとのことです。 

ChatGPTの場合は、入力データはトレーニングに利用され、チャットの内容がポリシーに適合している

か確認するために、内容レビューされることがあるとの記載があります。 

ただし、最近のアップデートで、トレーニングへのデータ利用については Opt Out するオプションが

用意されています。 

 

これらのリスクに対する対策や緩和策についてはどう考えていけばよいでしょうか 
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リスク対策
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リスク 対策・緩和策

間違える場合がある OpenAIによる精度向上

「脱獄」による使用ガイドラインに
違反するコンテンツ生成

OpenAIによるモデルに対する継続的な施策

影響操作
OpenAI、政府、プロバイダー、プラットフォーム提供
者など様々な関係者の協力（次スライド）

教育現場での懸念 政府、教育機関によるルール作り

システムの堅牢性 OpenAIによるモデル堅牢性の向上

入力データの取り扱い
データの機微性と用途に応じたユーザ側の対応
個人情報や機密情報の扱いに関する規制作り
OpenAIのセキュリティ対策

 

 

対策や緩和策として考えられるのは、この表のとおりです。 

開発側の努力と社会全体の取り組みが必要なものがあると考えられます。 

 

まず、OpenAIの継続開発により引き下げていく必要があるリスクは、 

間違える場合がある 

脱獄 

システム堅牢性 

 

だと考えられます。 

 

一方、OpenAIだけでなく、社会全体での取り組みが必要なリスクは、 

影響操作 

教育現場での懸念 

 

だと考えられます。 

 

また、入力データについては、ユーザ側で個人情報や機密情報を入力しないなどの運用ルール策定も大

切になってくると思います。 
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宣伝者が必要とするもの 介入の段階 例示的な緩和策

1.現実的なテキストを生成できる言語モデル モデルの設計と構築

AI開発者がよりファクトセンシティブなモデルを構築

する
生成モデルが生成した出力を検出可能にする
政府がデータ収集に制限を課す
政府がAIハードウェアにアクセス制御を課す

2.そのようなモデルへの信頼できるアクセス モデルアクセス
AIプロバイダーが言語モデルの使用制限を強化する
AI開発者がモデルリリースに関する新しい規範を作る

3.生成されたコンテンツを配布するためのイン

フラストラクチャ
コンテンツの配布

プラットフォーム提供者とAIプロバイダーが連携して

AIが生成したコンテンツを特定
プラットフォームから投稿する際に「人物であること

の証明」を必要とする
公開入力に依存するエンティティは、誤解を招くAIコ

ンテンツの露出を減らすための措置を講じる
デジタル・プロベナンス・スタンダードを広く採用す

る
4.影響を受けやすいターゲット層

信念形成

教育機関がメディア・リテラシー・キャンペーンを行

う
開発者が消費者向けのAIツールを提供する

「Generative Language Models and Automated Influence Operations: Emerging Threats and Potential Mitigations」https://arxiv.org/abs/2301.04246

 

 

影響操作への対策は難しい課題ですが、2021年10月に行われた扇動やフェイクニュースなどの影響操作

を緩和するためのワークショップの内容を論文にしたものの中から、緩和策についてご紹介します。 

 

ここでの議論からは、影響操作を防ぐための特効薬は現時点では存在せず、大きく次の４点が必要とさ

れるとのことです。 

 

一つ目は、政府、有識者によるルール作りと対策 

二つ目は、AIモデル開発ベンダーによる対策 

三つ目は、プラットフォーム提供者による対策 

四つ目は、教育機関によるメディア・リテラシー・キャンペーン 

 

です。 

 

このように社会全体で議論し行動が必要なもの、技術的なブレイクスルーがさらに必要なものがあると

考えられます。 

 

以上、リスクについて考えました。 

このようなリスクを念頭におきながら、ChatGPTと付き合っていく必要があると思います。 
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パラダイムシフトに立ち向かうための新戦略

 

 

はい、こちらが最後のアジェンダになります。 

 

私は、ChatGPTがパラダイムシフトを起こし始めていると思います。 

そして、シンギュラリティの入り口にいるのかもしれないとさえ思い始めました。 

 

みなさんはどう感じていらっしゃいますか？ 

 

好むと好まざるに関わらず、社会は徐々にパラダイムシフトしていくと感じます。 

 

ここでは、私たちが今取り組むべきことを考えます。 
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⚫ イーロン・マスク「TruthGPT」の開発を発表（4/18）

◦ https://techcrunch.com/2023/04/18/elon-musk-wants-to-develop-truthgpt-a-maximum-truth-seeking-ai/

⚫ 中国、対話AIの規制案公表 管理責任明記（4/11）

◦ https://www.jiji.com/jc/article?k=2023041100910&g=int

⚫ OpenAI CEO 岸田総理と面会、日本対応強化を提案（4/10）

◦ https://note.com/akihisa_shiozaki/n/n4c126c27fd3d

⚫ 中国でも対話型AIソフトの開発競争激しく（4/10）

◦ https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1038547

⚫ EU諸国でChatGPT利用規制の動き（4/5）

◦ https://gigazine.net/news/20230405-openai-geoblocks-chatgpt-germany/

⚫ 東京大学が見解（4/3）ルビコン川を渡ったかもしれない

◦ https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/docs/20230403-generative-ai

⚫ イタリアでChatGPTを一時的に使用禁止に（3/30）

◦ https://www.reuters.com/technology/germany-principle-could-block-chat-gpt-if-needed-data-protection-
chief-2023-04-03/

⚫ GPT-4以上のAI開発停止を求める公開書簡（3/22）

◦ https://www.businessinsider.jp/post-267633

 

 

まず、最近の動きについてさっとおさらいです。 

みなさんもご存じのことと思います。 

日々何らかのニュースを見かけるので、ウォッチしていくのも大変です。 

 

先日は、イーロンマスクが OpenAI, Google に続く第３のオプションになるべく TruthGPT の開発を

発表しました。 

 

また、先日 OpenAI の CEO が政府と面会をしたのは少し驚きました。 

日本対応強化を提案されたとのことです。 

 

東京大学も見解を発表し、「ルビコン川を渡ったかもしれない」と述べています。 

各国での動きも活発になっています。 

規制と推進、どちらも大切なことだと思います。 
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• このパラダイムシフトによって今後変化する我々の業務を洗い出す
• そして、先手を打つ
• 受け入れて変化させてみる

• このパラダイムシフトによって今後変化する同業界の業務を洗い出す
• そして、変化の先頭に立ち、
• 最先端のその先にある技と知を探索し、未来を描き、今を創る。

社内変革

ソリューション開発

数ヶ月先が読めない世の中になっています。動向の継続的なウォッチと戦略の適宜見直
しが不可欠と考えます。

動向の継続ウォッチと戦略の適宜確認

 

 

はい、これは、私の考える目先の新戦略です。 

 

まず、社内変革です。 

ChatGPTによって私たちの業務は変化すると考えます。その変化を予測し、受け入れて変化させて見

る、というのが最初の戦略です。 

 

二つ目は、ソリューション開発です。 

[会社名]のパーパスにのっとり、変化の先頭に立ち、最先端のその先を見据えた未来を描いていく活動

です。 

 

最後に、動向の継続的なウォッチと戦略の適宜確認です。 

過去数ヶ月の変化は非常に早く大きな変化でした。この後もこの流れが続くとすると、数ヶ月先の生成

系AIがどうなっているのか読めません。 

そのため、動向の継続的なウォッチと戦略の適宜確認は不可欠だと思います。 

 

あくまでも、私個人の見解として、ここに提起します。 

 

 

 

 

  



スライド 69 

 

©Macnica,Inc.

忘れてはならない大原則

27

⚫ 人間が主でありAIは従であることを忘れない。

⚫ AIに使われるのではなく、人間がAIを社会、企業、個人のために使う。

⚫ 人間の責任においてAIのアウトプットを利用する

⚫ 物事には光と影がある。光の輝きが強いほどその影もまた深い。
人間の責任において誤った使い方をしない。
原子力エネルギーは人間が発見し活用したが、使い方を誤り多くの命を奪っ
た。

 

 

最後に、あらためて、忘れてはならない大原則を記載しておきます。 

 

AIはすごいですが、それを使うのは人間の判断です。 

正しい使い方ができる世の中になるよう、私たちに出来ることをしていくことが大切ではないでしょう

か。 
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ご清聴ありがとうございました。

 

 

 

 

 


